
Title 魚肉研究法の基礎的檢討：1．魚體の各部分比に就いて

Author(s) 村田, 喜一; MURATA, Kiichi; 大石, 圭一 他

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 3(1), 40-57

Issue Date 1952-05

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/22735

Type departmental bulletin paper

File Information 3(1)_P40-57.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



魚肉*研究法の基礎的検討

1 魚膿の各部分比に就いて

村田喜一・大石圭一(食品化皐敬室〉

FUNDAMENTAL EXAMIN A TION l!'OR STUDIES ON FISH MEAT. 

PART 1. ON THE GRAVlMETRIC OONSfITUTION OF FISH B.oDy 

Xiichi MURAぜAand Xeiichi OHOISHI 

(Fsculty of Fisheri同 HokhidoUniversity) 

There are numerous papers hither加 publishe:lconcerning七heyield of edible parts 
of fish body or机.econstituent parts of fish body， but也ey畳eemto contaiu very 
few de自白ripも，ionsabou色白e variou8 parts fish hody wi仙 fullparticulars of the 

¥lample， e g.， sampling method，旬 size， sex， date of capture， and cu悦ingm自主hod，
so we inもend七odetermine 位1econs色ituentpar旬 of fish body wi七hdue explanatioIl日・

In仙eもerm"fish" here used we include a11 aquatic animals of every species. In 
this paper， for example we use 8日peciesof inverもebratesand必 speciesot pice日， of 
w hich 3 species belongもoelasmobmnchii and也eother 39 speciesもoteleostei. We 

divide the fish parも，8as follows: 日cales，fins， he3d， viscera， hones andもrunk.
Furもhermorethe head is differentiated into head proper， gills and the par色 of
pectoral fin; vis巴erainto liver， ovary， stomach and .so on; and もrunkinto fine 
meat， blooded meat， gelatine-like meat， mea'も，~iもh もiny bones and skin. Fromもhe

experimental resul句 a自由ownin following tables， we can know七hatもhetrllnk is 
reversely proporもionalto the bulk of the head， excepもin8evern.1 extreme speci倒，
fi油倒 e.g.wi仙 gr品もerbulk of viscera such as cod and pollack or fishes with greater 

bulk of bones as plaice. 

魚肉の研究に営つては、魚、韓の各部分比を知悉するととが最も必要なる事項となっている。

隠って魚肉の歩留P並びに魚種に於ける各部分の割合等に就いては早くより康〈調査研究が進
められ、我閣に於ても多数の報告が示されている。却も高田氏く1)、清水氏(2)に依り各種魚類。

可食部の調査が行われているD をは巴めとし、木村氏(8)はタフ、稲田氏くのはT イワシ、ホウボ

ウ、グイ、トピウォ、清水氏(めは?アジ、カツオ、プリ、イナダ、カレイ、ヒラメ、タカベ、

タカサコ¥トラフゲ、コィ、?イワシ‘カムルチーを供試し頭部、内臓除去物と精肉又は内臓、

臓器及び皮、骨等D部分比に就いて、山田氏(めは各種のすメに就いて更に柏田氏(7)はシユモク

ザメ、アプラザメ D肉質部、頭骨部、皮部、筒、胃腸、肝臓、時臓、心臓等細部に亘る部分比

及び季節的饗化を、波多腰氏刊はタイに就き、大島・春山・奥田氏側等はサヶ、マス〔ギン?

ス、べ=マス、ヵラフト?ス〉、 オシヨロコ?の性SI]、大小別、季節別D差異に就いt試験を
行い、叉高木氏側は=ぺの、高田・勝井・永田氏(11)等、中江氏(12)は明太魚白何れも魚腫部分

※ ままで示す魚肉とは際〈水産動物内一般を意味する
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比を、勝井氏(18)、雨宮氏(1)は多種白魚類の内臓器官K闘し、山本氏(15)、繭崎氏(16)並びに清

水・!な野・里舘氏(1')等は 7 イワシの各部、内臓の量的関係に就き、更にとれ等0大小BU、産地

別或いは季節別の差異を、山本氏(18)、近藤・三原氏(1')等はカツオに就き、:lJ'-涜4・氏(20)はサ夕、?

スを供試し之等の魚、瞳の各部分比に就き詳細なる報告を、均給下氏 2)は淡水魚フナの歩留につ

き、その他近藤・藤司・信濃・浦田氏(22)等はガシゾウヒラメ、北111氏(23)はスケソウダラD何

れも生殖腺、肝臓その他の内臓に就いて調査報告を行っている。

更に狭義ο魚類以外の水産動物に関しては木村・松浦・宮時氏。均等の著書中にシロナガスク

ジラの韓部分比に就・き、野口氏(2;)は"?'l-イヵ、イシイルカの精肉、生皮及び内臓の歩留Pに就

いて、疋岡氏宜的は北海道産オザガメ白骨格及び内臓各部分に闘し、叉波多腰氏(27)はシリヤナ

イカ、モ Vゴイカ、アオ Fィヵ、ヤリイカの各部位の量的関係を求め更にとれが季節別、雌雄

別による費化を、谷川・粛藤・谷同氏(18)等も其の著書中にスルメイカ、ャ qィヵの可食部、不

可食部、 内臓量の関係を示し、近藤・久保・板東氏「宮山等はイセエピ、クル?エピ、 シラサエ

ピの可食部を示し、清水氏(2)はハマク!、アサリ、マガキ、イグボガキの如き介類をfJt試し、

その肉量、液汗、設、肝臓等に就いて各々調子Eし'k結果が報告せられ，ている。

斯くの如くとの方面の研究は極めて庚汎に叉詳細に亘り行われ、且つ伺れ，も各kの調査目的

を果しているものであるが、他方之等は魚種の各部分比を完全に示しているものが少ゑく、更

に此の場合最も重要なる試験方法即ち其ο部分比を左右する魚、慢の切断方法等に就き明示せら

れているものが少ないたあ、量的関係に疑義を招来するが如きである。例えば、心、臓及び協は

頭部i亡入るか又は内臓に入るべきか、方法操作:の不明瞭なるために判知に苦しむもむでるる。

更に切断法ο示されているものであっても、試験操作者の熟、不熟練に従って、其C結果に差

異をもたらすために従来の試験成績の不一致、叉漁獲期目、漁獲地の不明による調査の欠陥等

幾多の不備が認められるのである。

よって以上の不備欠陥を補正‘ぜんとし、著者等は、漁獲地、漁獲期日の明瞭なる試料を供試

し常に同一試験賓施者告により次0試験方法に従って魚、韓の各部分比をと精査し以て今後の研究

の参考に資せんとするものである。

1. 試験方法

本対験に於ける魚躍の調理法は、先歩魚種を「亀の子たわし」を以て充分水洗し、次いで鱗

を除き胸鰭部を頭部に附着せしめ、可及的肉ο附着せざるおiにして頭部を切り離し、ヨえいで腹部

を切割して内臓を取り出し、再び水洗して血液その他を除き、之を三枚に卸し、頭部、内臓部、

骨部、胴部並びに鱗部に大別する。共に頭部を胸鰭部(カマとも稽する、、餌及び心臓並びに所

謂頭に分け、内臓部は肝臓その他を細別し、胴部はとれを皮、血合肉、小骨付肉、勝隠肉、精

肉に分りて秤量する。

但L本試験開始に首つては胸鰭部を胴部i'C.付したる方法;乙れをB鹿理法と稿して直別する)

に従っていたが、精肉を採取するに営って、此0部分。骨が邪魔になる篇に、便宜 tとれを頭

部に付して測定した〈とれ，をA法と稽して直別する1ものである。備会、憶の-!IJ断法も犬家に於

ては同一方法に準操したが、魚類に依り幾分切断D方法を異にしなりればならない場合もあっ

たので、之等に就いては、各{聞に於て説明して、操作方法を明らかにし誤差を少なからしめた。

※重量固に豆:!1試厳貨施者が異τコたので、それは賞験結果中に示してぢいた。
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s. 試験成績

供試せる試料は魚類姐種、無脊椎動物8種で、上記の方法に従って試験したる結果は次の如

くである。

試験成績は試料に用いた動物。下等のものよ P高等の拘の順に配列した。即ち無脊椎動物の

配列は小野田・村越氏著、動物ヨ辞典例により、魚類c配列は岡問・松原氏著、日本産魚類検

察表(81)によった。

1. トヤマエピ Pandαl'U8hyp8inot'U8 BRANDT 

トヤマエピ

竺戸J_一川恒竺竺
山 lzlf出
~晶孟到イ号甜zz急お;るi0J1
閣|品|蒜1三:

試料(1)、入手期目、入手場所 1952.1. 6，函館市魚市場

鹿理方法:腹部の殻を庖丁で切D肉を取出す。

瞳長2目'1cm、2尾、中等た(但し檀長は蝿手を除いた殻

の先端より尾端までの長さ〉

試料(2)、入手期目、入手場所、鹿理方法:試料(1)と同様

瞳長 16cm、4尾、小型 ~ 
試料¥31、入手期日、入手場所、島理方法:試料(1)と同様

瞳長 18cm、1尾、小型、抱卵

2. ズワイガニ cltionoecetes0 pilis F ABRICIUS 

I 筋肉及び関節肉〈渇稽グ ilt) 

E 一番脚肉〈グ 持 〉

E 二番脚肉〈グ ラツキヨ〉
町三番脚肉くグ ナンパン〉

V 鉄 肉〈グ ノ、 サ ミ〉

vl二番脚内〈グ ftカラツキヨ〉

庖ヲ?を入れる筒所

試料1)、入手期日、入手場所:1948. X1I.6，京

都府興謝郡間人町

慮理方法:甲、内臓、腹甲を除去し

て脚部を得、とれ，を煮熟してから脚

部lz:.別闘の如く庖丁を入れて肉を取

出す。

1尾、小型、甲長×甲巾×瞳高、 13.2

X14.0X5.5cm. 

試料(2)、入手期日、入手場所、鹿理方法:試

料(1)と同様

1尾、小型、甲長×甲巾×憧高、 13.5

X 14.5 X 5.5cm. 

試料問、入手期日、入手場所、薩理方法:試

料(1)と同様

1尾、小型、甲長×甲rIlX檀高、 12.5

X 13.0 X 4.5~m. 

試料(街、入手期日、入手場所、鹿理方法:試

料(1)と同様

1尾、小型、甲長×甲巾×檀高、 10.8X10.0X4.0cm

試料(5)、入手期目、入手場所:1949. XI. 17，舞鶴市魚市場

島理方法:一番脚肉のみ採取

甲長、1l.5cm、12cm、2尾
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計

註:試料{1) 任)は舞毒事市京都婚話機式含批ヱ揚にて京都大拳水産拳科皐生が調査したものである。

なお、賞工場にて食際操業中のま長留平均は 1.股甲後 70%、2.煮熟後 63-65%、3.線肉量 30%
の如〈である。

3. エゾアワピ Hαlioti8kαmt8/tatkαm JANUS 

エゾアワピ

|鐙重殻 J 身 | 
|品 総量|糊|内量産|

入手期目、入手場所:1952. 1.6，画館市魚市

場

重量g1 337: 1201 2101 150! 60: 
瞳巾、 7.2-9cm、57.~小型

圭三一止矧
4. ホタテガイ Peセd仰泡η ye8狗80仰e仰ηnsi伐8JAY 

|一一 入手腕、入手場所:

山l| 剥 身 |ト計 胸馴….126曲雌館市輔魚問械

|糟髄量|只柱|脚肉|同外套岡鍵|際努税員繍益智!液汁 檀長×瞳巾×撞高、__14 

ホタテガイ

重量g1 2矧労矧~ 1訓3沼対8副叫ω叫: 臼臼 2万剖5封| お28! 12' 2叫0: 8: 298 Xl肱3.'以7わx3.2c叩直l、1鴇尾、
揖比脳Jt%1刻|いl削“4別州|盃「型L姐一」竺£工r亙亙二可豆PわリF小j、型
5. ホッキガイ(ウバガイ )Mactra 8αc/tαlinensi8 SCHRENCK 

ホッキガイ ・
一l一一一 入手期目、漁獲場所、島理期日:1951. X1I. 25，北海

|強重|殻 i剥身|液汁| 計
| I .，.-，~ I | 一 遺山越郡長万部町、 1952.1.2

重量g1 1，982: 矧 750' 3万， 1，987・瞳巾、 8.8.....，10.2cm、小型
重量比矧 100.0~ 43.6! 38.0' 19.01 1∞。
6. コウイカ SepiaesculentαHOYLE 

入手期日、入手場所:1949. XL 10、舞鶴市魚市場

慮理方法:丙臓を頭脚部につりたま、引出し、内臓部と頭脚部とを切離し、胴部は更に甲、

鰭及び附着している内臓とを切離し皮を剥ら

腫長 22，22， 24， 27 cm、4尾、但し檀長は胴部の先端から短脚の先端D距離を以て示した。
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|控重|総量F同鰭 ifL心主|醐Lよ臓|同計
22ld-fi去|-21っtif仁三三:ijj寸7f;
7. スルメイカ Ommastrephes80lαni pαcijicU8 STEENSTRUP 

入手期日、入手場所:1952，1，10，画館市魚市場

鹿理方法:内臓部を頭脚部につけたま L引出してとれ，を切離し、胴部は更に鰭と付着してい

る内臓とを切離し皮を制ぐ。

胴長 19.5-22.0cm. 10尾、中等大

スルメイカ

loAI 胸 部 lJJ-L|旦下ト控重 |腕 肉 1__ I~.... I ~_ I~_~I ~_ I 
総量|融市青j~it-I 鰭|内臓|髄|頭脚内|限球|口球総量肝臓

重量gll，9641mJ7叩 7叫 65: 1吋回 5卯 480: 701 351 320: 2"i511則一一!一一一一一一一一一一一
重量以 100.0| 別 140313621 3七単一生~旦1L~4.51 3.61 1.81ω1 1141ω 
8.ミズダコ POlYPU8dojleini WEUKER 

入手期日、入手場所:1952， 1， 15，北海道茅部郡藤町

鹿理方法:胴部、内臓部、頭脚部に分け、更にとれらをさ欠表の如く細分した後胴肉と頭脚肉

とを煮熟してその煮熟歩留をも調ぺた。

会長 70cm、1尾、字、中等大

|値重l瓦Etー肉|欄J 鑓 1. :!iI::1:脚肉|煮J脚内|ロ 21-
zifjf|寸-fj一三サイ;irJJij43 

臓部|品

総量|肝臓| 胃 |卵巣|後唾腺| 山

-f;寸Jilflft
シユモクザメ Sphyrnαzygaenα(LINNE)

全長 1. 142cm、1尾、色、中等犬。

10. アプラツノザメ Sgualus8uckleyi (臼RARD)

試料(1)、入手期目、入手場所:J949. XI. 29舞鶴市魚市場

入手期目、入手場所 1949.X 

12，舞鶴市魚市場

魔理方法:鰭を全部切取った後

頭、内臓を切離し胴部を三般に

卸して皮を剥ぐ。

島理方法:シユモクダメと同じ。以下(白)→('7))同様。
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全長 57cm、1尾、小型

試料(2)、入手期日、入手場所:1951. XlI. 3，函館市魚市場

全長 93cm、1尾、午、中型。

試料(31、入手期日、入手場所:1951. Y.II.19，函館市魚市場、以下 ((4)-(71)同様

全長 100cm、1尾、字、中型。

試料(4)、全長 97cm、1尾、守、中型。

試料:5)、全長 100cm、1尾、♀、中型。

試料(61、全長 87cm、1尾、中、中型。

試料(7)、全長 96cm、1尾、♀、中型。

アプラツノザメ

l重量 g
(5) I一一一一一一
|重量比% H2dl  14f吋a3yJ 四 1却

二ヨ面rヨuヨナ!|一310，10一500m  550m872 0 26.1 

870 

17.51 27.6 27.5 

18016801 900 950 

5.31 19.61 26.6 28.2 引自
11. ガンギエイ Rαjα kenojeiMUELLER et HENLE 

[問中!内臓除去[計
£均一号ζ|-Zl-Zl主3

入手期目、入手場所:1949. XI. 27，舞鶴市

魚市場

麗理/j法:尾を切り戎に頭部及び胴部の

軟骨部と内臓部とを避けて底Tt::入れ鰭
部分を切取りとれ佐三枚に却し、皮をはぐ

瞳巾 39cm、 1尾、精々 IJ 、~Jo

12. ....イワシ Sαrdinαmelanosticα(TEMMINCKet SCHLEGEL) 

竺竺|ゴ竺1f?|J4fH!?
詰μ110ωI 30.01 11・11判別

入手期日、入手場所:1949. XI. 7.舞鶴市魚市場

魔理方法:指で頭、内臓、簡をちぎD取り残った

もD を胴部とナる。

金長、 10-14cm、84尾、中等犬。
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13. カタクチイワシ Engrα旬li8jαponiCU8 TEMMINCK et SCHLEGEL 

試料(11、入手期日、入手場所:1952. 1. 13，曲館市魚市場、以下 ((21ー{3))同様

鹿理法:胸鰭を頭部に付して一直棋に庖丁を入れて頭部を切離し、内臓を取出し更

に指で脊骨を取出す。

全長. 13.8__ 14.0cm、O尾、中等犬。

試料(2)、鹿理法:メスとピンセットにてとの報文中に規定したA法により揖理する。 l31も同

様。

会長. 14恥 m、1尾。
試料(3)、会長. 14.4cm、1尾。

i |慢重|鱗I..i頭|ムJ部[刊J吋;符|計
l iz14:|ーは-|-l-|」24;|ζ1-1-1-， 1 ::::: 

14. サケ〈アキアジ)Oncorh仰 ChU8ketα(WALBAUM) 

サケ

Ift-I部|骨都[附
総量| 尾 | 

重量gI 2，360~ 3751 2241 珂 1，7，ω
重量比%' 1OD.O， 1ゑ9; 9.51 1.伺 74.6 

入手期日、入手場所:1952. X1I，北海道山越郡八雲

町

魔理期日、鹿理法:1952.1. 2， A法;会長時cm、

1尾、中等犬。内臓、餌を除去し薄混を施せるもの。

15. "?ス Oncorh伊whusmα80U (BREVOORT) 

入手期目、入手場所:1952. 1. 10，画館市魚市場

露理法:A法全長姐cm、1尾、精身小型、カタクチイワシ2尾を嚇下していた。卵巣は未

成熟で小さい。

マ ス
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16. ウク'イ Lcucisc山 hαkucnsisGUENT HER 

ク'

17. コイ Cypr仇 U8Cαrpio (LINNE) 

計.

入手期日、入手場

所:1952.1.6，画館

市魚市場

廃理法 oA法;会

長.29.5、32cm、

5尾、中等犬。

試料(1)、入手期目、入手場所:1951. xr. 27，北海道亀田郡渓亀津付、以下 ((2トm)同様
慮理方法 OA法、久保周一郎虐理

全長. 35cm、4尾。

試料(2)、入手期日、入手場所:1952.1. 28，北道道亀岡郡箆亀津村、以下 ((31--(7))同傑

会長. 32.0cm、1尾、 ドイツ鯉

試料l31、全長. 32.5cm、1尾

試料性)、全長. 32.0cm、1尾

試料(5)、全長. 30.0cm、1尾

試料[61、会長 32.4cm、1尾

試料(7)、全長. 3O.7cm、1尾

コ

18. "?アナゴ Astrocongerm'1Jriαstcr (BREVOORT) 

試料(1).入手期目、入手場所:1949. xr.17，舞鶴市魚市場

慮理方法:腹開きして骨を抜く。

全長. 75cm、1尾、中等犬。

試料(2)、入手期日、入手場所:1952.1. 18，曲館市魚市場、 l31も同様
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場理方法:脊聞きして骨を抜く。

全長. 51cm、1尾、小型。

試料l31、魔理方法:腹聞きして骨を抜く。
全長. 38cm~ 1尾、最'1、

マアナゴ

一1-;:--:I "-，，lJL副総量|精肉|明肉|皮鵬 部

19. アカカマス Sphyrαenαping1lis(GUENTHER) 

アカカ?ス

|檀重|脚ト臓部l~:|糊 ili計
Z121J4444f11 

入手期日、入手場所:1949.XJ.22 

舞鶴市魚市場

虚理方法:胸鰭を頭部に付して

一直線に切る。

全長.26，..，，283m、3尾。

20. ィツトウダイ Holoc沼ntrω 8pinosissimU8 T EMMINCK et SCHLEGEL 

1慢重|叫鵬lAJj精肉;ii-L1一
語144!寸1Jl三ldj云
21. マサパ Scomberiaponicu8 HOUTTUYN 

?サノ~

- 48--

入手期目、入手場所:1949.XJ.29 

舞鶴市魚市場

鹿理方法 :B法;全長 14cm、

1尾、上記期目、場所にては只1

尾しかなかった。

入手期日、入手場所:

1949. XIl. 11，舞鶴市魚市

揚

窟理方法:B法;全長
33cm、1尾、中等大



22. '?アジ TrαchuruBjαponiCUB TEMMINCK et SCHLEGEL 

画面官函白「戸前向品|計

量記号→1314日Z:
入手期目、入手場所:1949. XI.I0，舞鶴市

魚市場

魔理方法:頭及び鰭を指にでもぎ tjをる

後楯瞬を庖丁にて取りそれを三枚に卸す。

全長 11--14cm、24尾、小部。

23. ヒラアジ〈カイワ!1)C，αranx equnlαTEMMINCK et SCHLEGEL 

ヒラアジ 入手期日、入手場所:

1949. XI. 22，舞鶴市魚市

場

麗理方法:楯鱗を先に

取り以下Biきによる。
会長. 3!lcm、1尾

24. プ!1 Serヤ1α quiuqueradiαtaTEMMINCK et sc庇 EGEL

試料(1)、入手期目、入手場所:1949. XI. 15，舞鶴市魚市場

虚理方法:B法;会長.40cm、1尾、上智期日、場所にては小型
試料(2)、入手期日、入手場所:1951.m.3，画館市魚市場

廃理方法:A法; 会長.36-37cm、4尾、入手地方にては小プFをフクラグ叉はフ
ケラギと稿ずる。フクラグ中ではとの魚慢は中等犬である。

計

25. ハタハタ Arcto8cOpU8jαponicu8 (STEINDACHNER) 

ハタハグ

-49ー

入手期日、入手場所: 1950.1. 26，舞

鶴市魚市場

麗理方法 oB法z全長.16-19cm、16

尾.上記期目、場所にては中等犬。



|控室|吋臓部|骨部|ι内Lai計
五ZI411ijfid-司司司三
27. -vハタ Epinephel'usseptemfαsciαtus (THUNBERG) 

-すノ、

28. イサキ PαTαpristipomαtrilineαtωn(THUNBERG) 

キ

入手期日、入手場所:19409.XI.22 

舞鶴市魚市場

E量理b法 oB法;全長.19cm、
1尾

入手期日、入手場所:19409.XJ.29 

舞鶴市魚市場

虜理方法OB法;全長.33cm、
1尾、中等大

入手期日、入手場所:

計 1949. XI. 22，舞鶴市魚市

場

蕗理方法 oB法;全長.36

cm、1尾、中等大

29. カワハギ Monαcαnthu8cirrhifer TEMMINCK et SCHLEGEL 

カワハギ

|世重!霊:需品!骨部|糊|計
重量2 1 77α 37d 100' 275' 745 

凶 l平均可っ両五!ヌ71一戸
|重量g1 79ClI 399.51 110: 285: 794.5 
間 |一一一一一卜一寸一一一一一一一1--1一一一
|重量比矧 100.0; 50.51 13・9， 36.11 100.0 

試料(1)、入手期日、入手場所:19409. xr. 6， 
舞鶴市魚市場

魔理方法:第一背鰭の後端から

野鰭の前端まで一直線に切って

頭を離し、共に背鰭、尾鰭及び韓

鰭を切ると皮がはぎ取れ，る。とれ，

を三枚に卸す。 (2)及び(31も同様に
重量g1 2101 . 1151 30 60; 205 
=-1--1一一一一一一一一|一一 虎理ずる。
地%!100.0: 54.71 14.21 28.51 「 ......1 • "-1 日'| 全長. 14， 

試料(2)、入手期目、入手場所:1949. XI. 11，舞鶴市魚市場、 (3)も同様

全長.位。m、1尾、上記期日場所にては最大

試料(3)、会長. 14-17cm、4尾、中等大

- 50-

中等大



30. トラフクヨ Sphaeroides1'uln'ipes (TEMM/NC[( et SCHLEGEL) 

トラフグ

肉を分ち取り普通肉を三枚に卸す。

会長. 44cm. 1尾、中等六。

!:l]. 

音f

32. オ才サガ〈メヌキ)Sebastodes irawundus JORDAN et STARKS 

オオサガ

33. ゴマゾイ Sebαstichthysnivo8u8 (H!LGENDORF) 

入手期日、入手場所:1952. 1. 13，画館市魚市場

鹿理方法OA方法;全長.38cm、1尾、精々小型
ゴマゾ

音十

1ft重|頭部出品同lJ精肉It日皮|計
昌明ζ141ζlzlzi44JZ。
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入手期目、入手場

所:1949.If.15，舞

鶴市魚市場

慮理方法:背館、

尾鰭を切P弐IC韓

入手期目、入手場

所:1951.XII.19，函

館市魚市場

麗理方法 o A法;

会長.26.5-28.5cm 

5尾、中等犬

入手期目、入手場

所 1951.XII.23，函

館市魚市揚

虚理b法:A方法;
全長.46cm、1尾、

中等犬

入手期目、入手場

所:1951.XII.2，1，画

館市魚市場

慮理方法:Ah法;
全長.33-36cm、

5局、中等大



話. エゾイソアイナメ〈ドンコ)Lotellαmαximowizi HERZENSTEIN 

エゾイソアイナメ

36. コチ Plαtycephalu8加dicus(LINNE) 

コ

入手期日、入手場

所:1952.1ふ函館

市魚、市揚

鹿理方法:A方法。
全長.35.....，37cm、
5尾、小型、内臓を

入手期目、入手場所:19M). XI. 19，舞鶴市

魚市場

慮理Jj法 :A方法;全長.37cm、1尾

37. ツマグロカジカ「ギスカジカ)Gymnocαnthus herzensteini ]ORDAN et ST ARKS 

38. ヶムヅカジカ〈トウペツカジカ)Hemitripteru8 villo8U8 (PALLAS) 

入手期日、入手場所:1952.1.18，画館市魚市場

藤理方法:A方法。
試料(11、会長. 24.5cm、1尾
試料(2)、全長 23cm、 1尾

ケム・シカジカ

-52ー

入手期目、入手場

所:1951. m.21，曲

館市魚市場

廃理方法:A方法;
会長.2B-29cm，
5尾、とのうち3尾



|値重|判明l吋総量九肉|存i訂正←|計

基1Fl三|到す24け王雪
40. カナガシラ Lepidotrigla micro vterαGUENTHER 

カナガシラ

胴部
値重|頭書事!内臓部l 骨 部|鰭部品 ;h:1 計

一一J-==-I-=-:J._.._rl .. .. I-==-'I総量精肉 I~~存

重量gI 570: 180: 白叫 101 240' 175; 651 575 

一一一一一一一一一一
重量比例 l∞.0131.6; 11ぺ 14.0j 1.71 42.0

1 
30・41 11ベ1∞.9

三枚に卸す。

全長. 29""，30cm、2尾 f

入手期日、入手場所:1950 

VI.13，舞鶴市魚市場

慮理方法:A方法;会長位
cmと28cmとの2尾を用い

た。 42cmのものは熱卵を

持っていた。

入手期目、入手場所:1949 

XJ.26，舞鶴市魚市場

慮理方法:竪皮を避けて

庖丁を入れ、頭を切下し開

腹して内臓を除去し、更に

背鰭の下の竪皮を切取P、

41. アオ Eシマ Gnαthαgnu8elonqαtU8 (TEMMINCK et SCHLEGEt) 

アオミシマ

強重 i叫臓何ムJh~I 計
£|£ト;:lfj|ζi24ニ
42. タクエガジ StichαeU8nozαwae ]ORDAN et SNIDER 

.入手期日、入手場所 :1時，2.1.18，函館市魚市場

虚理方法:A方法、谷川高士慮理2会長.1l5cm、1尾
タウエガジ

43. ナガズカ DinoguneU'u8grigorijewi (HERZENSTEIN) 

入手期目、入手場所:1952.1.8，函館市魚市場

入手期日、入手揚所:1949. XJ. 26， 

舞鶴市魚市場

庭理方法 'B方法;全長.35cm、

1尾、精ぇ大型

慮理方法:A方法、谷川高t蕗理全長.61cm、1尾、中等大
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[ft ~ 1--f正[ヰ日出品|怖 [.it~精肉 ldl 皮!計
五己主l:jiζ1444f一日444-Z:
44. ヒラメ Pαralichtltysolivαceus (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

ヒ フ メ

一 l-~;I jj{$ !P3.fl1Il*-~( ---øi二~~~-]云-
1J[l["" I""RP 1"...."'1'" n'l総量|精肉|私自!

入手期目、入手場所:1949.沼田22，

舞鶴市魚市場

エ;!式三l4dzj三lti号
庭理方法 B方法3全長.28.5cm、
1尾、精k 小Z型

45. アカガレイ Hippoglos8oidesdubiu8 (SCHMIDT) 

アカカ'レイ

入手期目、入手場所:1950 

計 ][.17，舞鶴市魚市場

魔理方法.B方法2 全長

30-~5cm、 4尾、中等犬

46. アプラ tlνィ Atlteresthesevermω肌 iJORDAN et STARKS 

入手期目、入手場明:1951. X1I. 23，函館市魚市場

露理方法.A方法;全長.55cm、1尾、中等大

アプラガ νィ

|也重i頭部山内臓部トイ 胴 部 i 
|総量|肝臓|卵巣ド 総量|精肉|岬付肉|皮|

且 作g[ 山白山…1叫吋尽51 3羽珂吋i 労dIコ副 220却~Ol 3拘ωω875' 6臼24 卯卯 ωωω1，9

詰;かh函司l~寸伊Jプゴゴ1寸~Iつ寸V;工忌耳.5司-J同1守「可寸Z石可;1l7;司」一弓五示可ムi1つづ?パlプ一寸τ4{弓吊1可可τ可 O 

47. マグラ GadU8macroce pltal制 TILESIVS

入手期目、入手場所:1950. ][.6，舞鶴市魚市場

底理方法 :B方法 1尾、♀、上記期日場所にては犬t~!

マダラ

l檀量一l内臓部 胸 部( lRE瓦1河骨部!総量河内l草刈針
重量 g1 4，0001 750! 1，恨OJ m| 561 601 1530i 1 1d 

主主μl可っEll;ーパ!ーか: 1;~: ';:'~I '~:':lつ1-示
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48. スタトクダラ〈スクソウ或はスタソワダラ)Thm・αgrachalcogrammα(PALLAS) 

試料(1)、入手期目、入手場所 :19409. XT. 26，舞鶴市魚市場

虚理方法.B方法;全長.41cm、1尾、上記期日場所にては中等大
試料(2)、入手期目、入手場所:1952. 1. 18，函館市魚市場

虚理方法.A方法、谷川高士滋理会長.32cm、1尾、上記期日場所にては長小
スケトウダラ

49. ヒグ〈トウジン)Coelorhynchu8 jαponiCU8 TEMM1NCK et SCHLEGEL 

一|頭部ト出品|叩量九内laf|皮 l計
基[£トf;lζ!ζlζlζiZζ|ζ|ζ;;
50. アンコウ Lophiomu8 setigeru8 (v AHL) 

アンコウ

計

入手期日、入手場

所:1952.1. 13，画

館市魚市場

E量理方法:A方法;
全長.50cm、1尾、

小型

入手期日、入手場

所:1949.Xl.15，舞

鶴市魚市場

島理方法:胸鰭を

頭部に付して切P

皮をはぎ鰭を濯す。

腫或は腰欣肉が多いから始めからとれを分離し残った普通肉を背骨から切離ナ。

全長、 59cm、1尾、中等犬。

ffi. 考案

即ち以上より考察するに、各種魚類に依り各々差異がるるととは勿論であるが、先す=骨部と

内臓部との和は25-..35%で、残部は頭部と胴部であれ而して頭部はl1-..U%の範園で極めて-其D差異が著しく、共の費化の程度は前速の管部と内臓部の和に比して極めて大である。随っ

て可食分の重要部分危なす胴部の歩留は主として頭D大小によって左右されるものでるって、

即ち頭の小なるアナコ¥ハモの穎或いはホツ夕、サパ、カレイの類は胴部の歩留りが多く、メ

ヌキ、キンキン、カジカ、カナガシラ、ホウボウD如き頭部大1.tるものは胴部。歩留りが小さ

いととは勿論でるる。
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只例外としてタラは内臓量がたであり、カレイ類は慨して骨部が大きく叉コイの如く檀睦の

大きいものは小骨の附着せる肉が多いため障って精肉の歩留が悪いものであり、更にアンコ

ウw フダの如く隈献肉の多いものは精肉の歩留りの悪くなるのは論を侯たない。

IV. 要約

水産動物50種につき、檀組成に於ける各部分比を調査した。而してとの中ο魚類48種の試験

成績からすれば、魚種t::頭部、内臓部、骨部及び胴部に四大制した場合、頭部の比率の礎化が

最も著しく、主たる可食部である所の胴部の比率は、頭部の犬小によって左右せられるもので

ある。

本試験の遂行に際しては、魚種の該理法に聞して御務示を添うした、京都大皐農事部、清水

亘氏、石井李代子氏、叉舞鶴産魚類の査定に御協力賜はった、京都大謬農事部、松原喜代松氏

石Lll韓藤氏、落合明氏に、北海道産魚類の脊定に御指示を戴いた、北海道大事水産事部、佐藤

信一氏、小林喜雄氏並びに録脊椎動物の種名査定に僻教示を得炎、北海道大草水産事部、五十

嵐孝夫氏、更に魚類の探集に就いて色々街援助戴いた、舞鶴漁業舎佐藤藤蟻氏、画館水産物株

式舎枇生駒良弘氏、太費照夫氏、異同幸一氏、安献整理に街援助を興えられ，tc..京都大埋葬工畢部
勝井五一郎氏、及び賓施に営り御助力を戴いた、;fll毎道大謬水産撃部、鈴木松朗氏の各位に漂蓄

の誘憶を表するものである。
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